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2∞53月号広縄おおぜ

成人式

合
併
を
直
前
に
控
え
た
肱
川
、
長
浜
、
大
洲
で
成
人
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
と
な
っ
た
若
者
は
式
典
会
場
を
訪
れ
、
久

し
ぶ
り
に
会
う
友
人
た
ち
と
に
こ
や
か
に
談
笑
や
記
念
撮
影
な
ど

を
行
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
河
辺
で
は
、
盆

休
み
を
利
用
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
今
回
対
象
と
な
っ
た
昭
和
印

年
度
生
ま
れ
の
成
人
式
は
昨
年
8
月
凶
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
大
洲
市
の
ス
タ
ー
ト

新
成
人
の
力
、
が
求
め
ら
れ
て
い
る

新

成

人

代

表

村

上

典

生

さ

ん

空~

辞

決意を述べる村上典生さん• 

平
成
の
大
合
併
に
よ
る
新
し
い
大

洲
市
の
ス
タ
ー
ト
を
明
日
に
控
え
私

た
ち
新
成
人
の
カ
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

て
い
ま
す
。

私
ど
も
新
成
人
5
0
8
人
の
た
め

に
、
盛
大
に
祝
福
し
て
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

諸
先
輩
の
心
温
ま
る
励
ま
し
の
お

言
葉
を
、
私
ど
も

一
人
ひ
と
り
の
胸

に
し

っ
か
り
と
刻
み
こ
み
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
の
道
し
る
べ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
ま
で
私
た
ち
は
、
地
域
あ
る

い
は
社
会
に
お
い
て
、
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
に
よ
っ
て
、
温
か
く
見
守
ら

れ
、
育
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
私
ど
も
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ

る
社
会
や
人
々
を
、
守
り
育
て
て
い

く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

-
月
刊
日
(
月
)
成
人
の
日
、
旧

大
洲
市
の
成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た。
昨
年
よ
り
何
人
少
な
い

5
0
8
人

(男
2
5
5
人
、
女
2
5
3
人
)
が

成
人
式
を
迎
え
ま
し
た
。
式
典
会
場

と
な
っ
た
市
民
会
館
に
は
、

3
6
6

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

iLヱムA 》 ー ι
花束を受け取る大藤毅さん(左)と青木理恵さん(右)

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
は
法
律
的
に
も
社
会
的
に
も

大
人
と
し
て
み
な
さ
れ
、
，
』
れ
ま

で
に
は
な
か
っ
た
個
人
と
し
て
の

自
由
や
選
択
、
様
々
な
権
利
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
、
万
、
勤
労
、
納
税
な
ど
法

律
上
の
義
務
を
来
た
す
F

』
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
を
構

成
す
る
一
員
と
し
て
自
覚
と
責
任

、が
求
め
ら
れ
ま
す
。

• 

.i;，同盟

記念品目録を受ける大野香織さん.. 
新
成
人
ガ
生
ま
れ
定
阻
間
関
年
度

(
1
9
8
4
1
1
9
8
5
)
の
出
来
事

【
大
洲
地
区
】

4
月
市
役
所
新
庁
舎
落
成

5
月
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
発
足

3
月
久
米
小
学
校
完
成

【
長
浜
地
区
】

4
月
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
完
成

9
月
使
用
済
乾
電
池
の
回
収
開
始

【
肱
川
地
区
】

4
月
有
限
会
社
ひ
じ
か
わ
特
産

開
発
公
社
設
立

9
1
日
月
京
阪
神
・
東
海
・
東

京
地
区
肱
川
会
発
足

【
河
辺
地
区
】

4
月
宮
谷
地
区
農
免
農
道
開
通

8
月
村
営
パ
ス
の
運
行
開
始

【
ニ
ュ
ー
ス
】

V
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
第
幻
回
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
V
男
女
と
も
世

界

一
の
長
寿
国
(
男
7
4
・3
歳、

女
7
9
・
7
8
歳
)

【
事
件
・
事
故
】

V
グ
リ
コ
・
森
永
事
件
V
長
野
県

西
部
地
震
で
死
者
・
行
方
不
明
者

加
入

【
話
題
・
流
行
な
ど
】

V
エ
リ
マ
キ
ト
カ
ゲ
V
キ
ャ
ベ
ツ

人
形
発
売
V
レ
コ
ー
ド
大
賞
「
長

良
川
艶
歌
」
(
五
木
ひ
ろ
し
)

【
こ
と
ば
】

V

「
マ
ル
金
マ
ル
ビ
」
(
金
持
ち

と
貧
乏
を
ネ
ー
ミ
ン
グ
)

V
ス
キ

ゾ
・
パ
ラ
ノ
(
ひ
と
つ
の
こ
と
に

こ
だ
わ
ら
な
い
人
。
ひ
と
つ
の
こ

と
に
熱
中
し
、
ほ
か
の
こ
と
を
考

え
な
い
人
)

【
国
際
】

V
イ
ン
ド
・
ガ
ン
ジ
ー
首
相
暗
殺

2一一一



広幅おおず 2∞53月号

E理ゴIGl ~:t

m何
日

@
亡三つ

匂

成人式

1
月
9
日
(
日
)
、
長
浜
町
体
育
館

に
お
い
て
、
成
人
者
的
人
が
出
席
し
、

平
成
げ
年
長
浜
町
成
人
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
町
長
が
、
「
皆

さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
立
場
は
違
う
が
、

社
会
の
一
員
と
し
て
立
派
に
成
人
さ

れ
た
わ
け
で
あ
る
。
今
後
は
、
時
代

の
推
移
に
目
を
注
が
れ
よ
り
一
層
、

知
性
と
心
身
を
磨
い
て
、
世
界
に
限

り
な
く
伸
び
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

4真剣な表情で
式に臨む成人者たち

『
作
Ar
L
L
 

L
I
 

凶
叫

巴

』

F
長
浜
保
育
所
園
児
か
ら

祝
福
の
花
束
を
受
け
取
る

成
人
者

(
菊
地
順
次
さ
ん
(
右
)

と
渡
遺
沙
代
さ
ん
(
左
)
)

d岬m勿僻勿糊勿糊仰…微糊仰ω…勿僻仰仰……勿糊仰仇……ω僻仰ω……勿糊仰仇……ω側仰仰…w仰仰仇勿糊仰M側ω掛仰…M糊仰仇仇…勿糊仰仇……M糊仰仇……倣側仰仇…ω仰仰仇M側仰M糊ω欄仰ω仰勿側M側M脚ω脚M側仰M槻M槻M脚勿脚勿糊M糊微側M槻勿側勿欄勿脚微槻勿雌級脚勿糊仰…m脚仰仇……勿側仰仇…M側仰仇勿側仰ω糊勿欄微糊勿脚勿槻勿側勿醐a仰M糊仰ω仰m欄仰傷仰勿棚仰m仰w脚勿仰M脚ω糊仰仇………M脚仰仇……ω側仰仇…M槻仰仇勿糊仰μ糊ω側μ糊M側級糊勿脚“槻倣側仰M脚勿側m脚ω側M脚ω側仰仇……M脚伽仇……ω側仰仇…M脚仰ωa側仰仇………ω仰仰仇……ω糊仰仇…M側仰仇M槻仰ω悌傷側必棚勿倒ω欄勿糊勿倒必醐仰微側勿脚仰M仰勿側勿仰勿側勿槻仰微糊勿糊仰M糊勿糊勿仰勿倒勿脚勿糊微糊勿糊勿糊勿糊仰m糊勿欄仰ω側勿欄勿糊M側ω糊M欄仰勿仰M脚仰微糊勿糊仰M附勿欄勿糊M欄ω糊M欄m糊勿側勿脚ω側ω糊勿側仰μ仰勿欄勿僻仰m脚勿棚m開級脚M醐微僻m雌仰勿抑勿欄仰微側M欄ω伽m醐ω側仰μ糊勿側ω仰仰ω欄…u………… 〆

-;!司lllIGl~:t 第
日
回
肱
川
町
成
人
式
が
1
月
2
日
、

旧
肱
川
町
「
風
の
博
物
館
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
成
人
の
う
ち

犯
人
、
関
係
者
は
引
人
が
出
席
し
て
新

成
人
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。
式
典

は
、
町
長
式
辞
か
ら
記
念
品
贈
呈
ま
で

ス
ム
ー
ズ
な
進
行
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

っ
か
さ

最
後
に
、
新
成
人
を
代
表
し
て
宮
田
工

さ
ん
が
、
「
市
町
村
合
併
と
い
う
新
し
い

時
代
の
幕
開
け
に
大
人
の
仲
間
入
り
を

し
た
私
達
は
肱
川
町
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
肱
川
と
い
う
ふ
る
さ
と
を
誇
り
と

し
、
か
が
や
き
の
あ
る
町
を
創
造
す
る

た
め
に
微
力
な
が
ら
努
め
て
い
き
た
い
」

と
力
強
い
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、

F
M
愛
媛
で
お
な

じ
み
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
、
井
坂
彰

さ
ん
か
ら
「
楽
し
い
大
人
に
な
る
た
め

に
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

』

F

答
辞
を
述
べ
る
宮
田
工
さ
ん

堂々と胸を張る38人の新成人企

講師の問いかけに笑顔で答える成人者A 

一一一 3



広鰻おおず 2∞53月号
引越しの手続き
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(劇
団
内

大
洲
市
役
所
で
転
出
手
続
き
を
す
る

場
合
①
本
庁
市
民
課
ま
た
は
各
支
所
市
民

福
祉
課
で
転
出
手
続
き
を
し
て

「転
出
証
明
書

(
無
料
)
」
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

《も

っ
て
く
る
も
の
》

O
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
も
の

O
認
め
印

②
転
出
後
、
転
入
し
た
日
か
ら
凶
日

以
内
に
、
新
し
い
住
所
地
(
引
越

し
先
)
の
市
町
村
役
場
で
転
入
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

企本庁市民課

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
場
合
住
民
基
本
台
帳
カ

l
ド
を
も
っ
て

い
る
人
は
、
新
し
い
住
所
地
の
市
町

村
役
場
で
カ

l
ド
を
提
示
す
れ
ば
、

転
入
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

①
新
し
い
住
所
地
で
転
入
手
続
き
を

す
る
前
に
、
今
ま
で
の
住
所
地
(大

洲
市
役
所
市
民
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
福
祉
課
)
へ
「
転
出
届
」
を

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

《転
出
届
の
必
要
事
項
》

O
異
動
年
月
日

O
新
し
い
住
所
・

世
帯
主
氏
名

O
今
ま
で
の
住
所
・
世
帯
主
氏
名

O
異
動
し
た
人
の
氏
名
・
生
年
月
日
・

住
民
票
コ
1
ド
・
連
絡
先

住
民
票
コ
1
ド
が
分
か
ら
な
い
場

合
は
、
本
人
確
認
の
た
め
の
運
転

免
許
証
・
住
民
基
本
台
帳
カ

l
ド

な
ど
の
コ
ピ

l

②
大
洲
市
で
作
っ
た
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
は
、
転
入
先
の
市
町
村
役

場
で
回
収
さ
れ
ま
す
。

4一一一

国
民
健
康
保
陵

5
市
役
所
な
ど
で
の
手
続
き
は
お
早
め
に

i

印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
人

転
出
を
し
た
場
合
、
大
洲
市
で

作
っ
た
「
印
鑑
登
録
証
」
は
使
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

①
印
鑑
登
録
証
を
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
市
民
福
祉
課
に
返
し
て

く
だ
さ
い
。
↑
 

②
新
し
い
住
所
地
で
新
た
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金

新
し
い
住
所
地
で
「
住
所
変
更
」
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証

②①  
険新 さ支 保
のし い所 険
手い← 。市 証
続住 民 を
き所 福 本
を 地 祉 庁
しで 課市
て新 ヘ 民
くた 返課
だに しま
さ健 てた
い康 く は
。保 だ各

郵
送
で
、
戸
籍
、
住
民
票
等
を
取
り

寄
せ
た
い
と
き

次
の
必
要
事
項
を
明
記
し
、
返
信

用
封
筒
と
代
金
を
同
封
の
う
え
、
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

《必
要
事
項
》

戸
籍
謄
抄
本
・
戸
籍
附
票
の
場
合

本
籍
地
、
筆
頭
者
氏
名
、
謄
本
・

抄
本
の
別
(
抄
本
の
場
合
は
、
必
要

な
人
の
名
前
)
、
必
要
な
数
、
請
求

理
由
、
筆
頭
者
と
の
関
係

(続
柄
)
、

請
求
者
の
住
所
、
氏
名
、
押
印
、
電

話
番
号

住
民
票
の
場
合

住
所
、
世
帯
主
氏
名
、
住
民
票
全

員
・
一
部
の
別
(
一
部
の
場
合
は
必

要
な
人
の
氏
名
)
、
必
要
な
数
、
具

体
的
な
請
求
理
由
、
請
求
者
の
住
所
、

氏
名
、
必
要
な
人
と
の
関
係
、
電
話

番
号
《
同
封
す
る
も
の
》

返
信
用
封
筒
(
切
手
を
貼
っ
た
も

の
)
に
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

代
金
は
、
規
定
の
証
明
手
数
料
金

分
の
郵
便
小
為
替
を
同
封
し
て
く
だ

さ
い
。
(
現
金
の
場
合
は
、
現
金
書

留
扱
い
)

遠
隔
地
被
保
険
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

皆
さ
ん
が
現
在
お
持
ち
の
保
険
証

は
、
市
町
村
合
併
に
伴
い
平
成
打
年

2
月
に
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
平

成
同
年
3
月
末
で
す
が
、
遠
隔
地
保

険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
口
年

3
月
末
に
な
っ
て
い
ま
す
。

4
月
以
降
も
遠
隔
地
の
保
険
証
が

必
要
な
人
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

?
わ
っ
て
く
る
も
の》

O
世
帯
の
保
険
証

O
今
ま
で
使
っ
て
い
た
遠
隔
地
の
保

険
証

O
認
め
印

O
学
生
の
場
合
は
、

4
月
以
降
に
発

行
さ
れ
た
在
学
証
明
書

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
市
民
課
宮
@
2
1
1
1

(
内
線
1
1
6
)

支
所
市
民
福
祉
課



広報おおす 2∞53月号

引越しの手続き

医
療
費
結
付
の
豆
給
資
格
者
証

介

護

保

隙

被

保

院

書

証

①
母
子
家
庭
、
乳
幼
児
、
重
度
心
身

障
害
者
、
老
人
医
療
の
受
給
資
格

者
証
を
本
庁
保
険
環
境
課
ま
た
は

各
支
所
市
民
福
祉
課
に
返
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
白
歳
以
上
の
人
は
、
介

護
保
険
被
保
険
者
証
を
本
庁
高
齢

福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉

課
へ
返
し
て
く
だ
さ
い
。

②
新
住
所
地
で
新
た
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課

程

@
2
1
1
1
(内
線
1
6
5
)

高
齢
福
祉
課

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
7
3
)

支
所
市
民
福
祉
課

児
童
手
当
を
豆
け
て
い
る
人

企長浜支所市民福祉課

社
会
福
祉
課
(
市
役
所
1
階
ま
た

は
各
支
所
市
民
福
祉
課
)
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

《持
っ
て
来
る
物
》

O
認
め
印

O
所
得
証
明
(
平
成
時
年
1
月
1
日

に
新
大
洲
市
に
住
民
票
が
な
か
っ

た
人
)

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

E
@
2
1
1
1
(内
線
1
6
7
)

支
所
市
民
福
祉
課

障
害
の
認
定
を
豆
け
て
い
る
人

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
新
住
所
地
の
福

祉
事
務
所
で
住
所
変
更
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給

者
、
特
別
障
害
者
手
当
受
給
者
、
障

害
児
福
祉
手
当
受
給
者
、
福
祉
手
当

受
給
者
、

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
加

入
者
な
ど
に
つ
い
て
も
同
様
に
新
住

所
地
の
福
祉
事
務
所
に
お
い
て
所
定

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
支
援
費
制
度
の
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方
は
事
前
に
高
齢
福
祉

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
障
害
福
祉
係

自

@

2
1
1
1

(内
線
1
7
8
)

支
所
市
民
福
祉
課

水
道
料
金
の
精
算
な
ど

転
出
・
転
入
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
、

メ
ー
タ
ー
確
認
な
ど
が
必
要
で
す
。

事
前
に
水
道
課
(
市
役
所
横
の
建

物
)
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
課
直
通
告
@
3
7
5
3

(
長
浜
)
水
道
課
長
浜
分
室

(肱
川
・

河
辺
)
建
設
農
林
課

小
・
中
学
校
の
転
枝
手
続
き

企肱川|支所市民福祉課

教
育
委
員
会
で
転
学
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

①
本
庁
市
民
課
ま
た
は
各
支
所
市
民

福
祉
課
で
転
出

・
転
入
の
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

②
住
民
登
録
が
済
み
し
だ
い
、

学
校

教
育
課

(
市
民
会
館
3
階
)
ま
た

は
各
支
所
教
育
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

③
市
外
の
小

・
中
学
校
に
転
校
す
る

場
合
は
、
在
学
中
の
学
校
で

「在

学
証
明
書
」

な
ど
の
書
類
を
受
け

取
り
、
転
出
先
の
小
・
中
学
校
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

E
@
2
1
1
1
(内
線
7
7
3
2
)

直
通
告
@
1
7
3
3

支
所
教
育
課

市
役
所
以
外
の
手
続
き
は

-
運
転
免
許
証

新
住
所
地
の
警
察
署
で
住
所
変
更

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

-
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
は

陸
運
事
務
所
で
登
録
変
更
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

-
郵
便
物

最
寄
り
の
郵
便
局
へ
転
居
届
を
出

し
て
お
く
と
、
一
年
間
は
転
居
先
に

郵
便
物
を
転
送
し
て
も
ら
え
ま
す
0

.
そ
の
他

銀
行、

電
気
、
ガ
ス
、
電
話
な
ど

の
変
更
や
廃
止
手
続
き
も
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

企河辺支所市民福祉課

(手 続業務 一 覧)

業務内容 本庁 支所担当課 電話番号

住民登録
大洲市役所本庁印鑑登録

市民課 1'124-2111 国民年金
国民健康保険

市民福祉課 大洲市役所長浜支所
医療給付の受給資格証 保険環境課

1'152-1111 
手続き 高齢福祉課

児童手当手続き 社会福祉課 大洲市役所肱川支所
障害認定手続き 局齢福祉課 1'134-2311 

水道課
水道課長浜分室

水道料金
建設農林課(肱川河辺)大洲市役所河辺支所

'J¥・中学校転校手続き 教学育校教委育員A諜E 教育課
告39-2111

大測地区の混取り霊付センター(B25 -1010)が3月31目で廃止となります。
4月1日から申し込みは、下記のとおり、担当地区の業者に直接連絡をお願いいたします。

担当地区 業者名 電話番号

肱南・久米・平野 ・南久米 上石衛生社 24-2655 

徳森 (城・野久保・野田・土肥)・菅田 ・大川 ・柳沢 大洲喜多衛生業共同企業体 25-2314 

肱北喜多 (五郎5区・慶雲寺を除<l 倒中村衛生社 25-6150 

新谷・ニ善五郎5区・慶雲寺田八多喜の一部・徳森 (中
倒脇坂衛生 43-1861 

山東・中山西・小鳥越・西松ヶ花)

上須戒 八多喜 (表米津、湯の子の一部) 倒青松興業 52ー 0472Ll 
一一一 5



広報おおぜ 2∞53月号
春のイベン卜i情報

春
の
光
が
満
ち
溢
れ
、

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
菜
の
花
に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
3
つ
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

肱
川
の
河
原
沿
い
に
も
あ
ち
こ
ち
菜
の
花
が
咲
き
ほ
こ
ろ

五
郎
の
河
原
に
、
県
立
大
洲
農
業

高
校
の
生
徒
た
ち
が
栽
培
し
た
菜
の

花
が
咲
き
誇
る
中
、
今
回
で

5
回
目

と
な
る
「
菜
の
花
フ
エ
ス
タ
」
を
開

催
し
ま
す
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
て
、
菜
の

花
畑
を
パ
ッ
ク
に
吹
奏
楽
部
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

生
徒
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
取
り

組
み
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
企
画
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

日
時

3
月
初
日
(
日
)
(
雨
天
決
行
)

午
前
日
時

i
午
後
3
時

五
郎
地
区
畑
の
前
橋
(
通
称

「
赤
橋
」
)
下
特
設
会
場

場
所

寸

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
農
業
高
等
学
校
内

大
洲
農
業
高
等
学
校
農
業
教
育
振

興
協
議
会
(
担
当
信
尾
)

E
@
3
1
0
1
 

貸切パス

行程表

いしづち 1号
松山駅・..........・・・・・・・伊予大洲駅

8:06 (特急 自由席) 8・439:00発
城川町

ウォーキングスター卜

二二二日吉夢産地二二二二韮ケ峠- 一-…・…男水自然公園
10:00 (トイレ休憩) 10・20 11:30 D:豆日 112:30 (昼食) 13:00 I 

各自でご用意ください。

長い坂道健脚用 長い坂道健脚用 下1)山道

・・・坂本龍馬脱藩の宿…・・・…・榎ケ峠 …..夜明けの道記念碑
区亙日14:20 11.0km I 14:45[}豆日15:15

龍馬脱藩 ・ゆかりの遵

第5弾龍馬脱藩ウオーク
龍馬生誕 170年記念

出発日 3月13日(日) 日帰り

(天候不良により中止の場合があります。)

募集人員 愛媛県側80人(最少催行人員40人)

〔高知県側80人(最少催行人員40人)J
旅行代金

伊予大洲駅から参加

-・・・御幸の橋
E亙コ H5:30 (ゴール) 16:001 

宇和海 20号

伊予大洲駅・....................・・・・・・松山駅

17・48 (特急 ・自由席) 18:36 

積雪などにより中止になる場合があります。

※添乗員が同行します。

運輸機関、各地の道路状況により多少時間の変更がある場合があります。

伊予大洲駅
17:30頃

大人・子供同額 1， 500円

(保険料・パス代を含む)

松山駅から参加大人3，000円子供2，200円

(保険料・パス代・松山駅~伊予大洲問 JR特急

自由席往復含む)

申込・問い合わせ先

四国旅客鉄道株式会社 ワープ松山支店

松山市南江戸1丁目14番地1号

8089-945-1689 

※愛媛県側は、駐車場はありません。ご注意ください。

6一一一一



広縄おおぜ 2∞53月号
春のイベン卜l情報
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'aa--a.
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a
・w・-w
a
-
-
a

・・

国
が
策
定
し
た
「
健
康
日
本
幻
」

善

が

必

要

な

人

を

対

象

)

・

酔

を
受
け
て
、
大
洲
市
が
健
康
づ
く
り
・
運
動
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
教
室

eパ

の
目
標
と
し
て

「あ
な
た
が
城
主

【

高

齢

者

】

勘

電

健
康
お
お
ず
」
を
平
成
日
年
に
策
定
・
転
倒
予
防
教
室
(
高
齢
者
を
対
象
白
砂

し

ま

し

た

。

と

し

体

力

・

筋

力

維

持

を

図

り

、

e
l

こ
の
計
画
書
の
中
で
「
運
動
」
は
転
倒
を
予
防
す
る
。
ま
た
、
転
倒
働
旬

生
涯
を
と
お
し
た
健
康
づ
く
り
の
た
か
ら
く
る
骨
折
の
要
介
護
状
態
の
勘
一暢

め
に
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
予
防
を
目
的
と
す
る
。
)

a

'

各
世
代
に
あ

っ

た

内

容

、

方

法

で

実

働

.

施
し
、
生
活
習
慣
と
し
て
継
続
し
て
み
ん
な
で
無
理
を
せ
ず
、
歩
き
な
勘
一
暢

取
り
入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
が
ら
、

春
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

4
"

ま

す

。

日

時

3
月
日
日
(
日
)
小
雨
決
行

e

‘

保
健
セ
ン
タ
ー
や
連
絡
所
で
は
次
(
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。
)
勘
帽

の
よ
う
な
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

受
付
時
間

午
後
O
時
初
分
1
午
後
し
静

す

。

0

時

印

分

(

午

後

1
時
開
始

)

e
パ

【

小

学

生

】

集

合

場

所

五

郎

河

川
敷

・菜
の
花
畑
働
句

・
い
け
!
い
け
!
わ
ん
ぱ
く
C
L
U
B

対
象
者

老
若
男
女
(
※
小
学
生
以
白
砂

・
小
児
の
運
動
教
室
(
※
小
児
生
活
下
の
児
童
ま
た
は
幼
児
は
保
護
者
同

eパ

習
慣
病
予
防
健
診
受
診
者
を
対
象
)
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
)
働
電

【

成

人

】

申

込

方

法

当
日
受
け
付
け
で
申
し
勘
一暢

・
健
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
教
室
(
健
診
込
み
が
で
き
ま
す
。

a
'

を
受
診
し
た
人
で
生
活
習
慣
の
改
コ

l
ス

e
.

・
五
郎
散
策
コ

l
ス

(
4
キ

ロ

)

勘

噛

・
大
洲
城
往
復
コ
ー
ス

(
8
キ
ロ
)
‘
"

参
加
費
用

傷
害
保
険
料
1
0
0
円

e
.

(
大
会
当
日
、
受
け
付
け
ま
す
。
)
動
電

持
参
品

運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ
ト
酔

オ
ル
、
お
茶
な
ど

eパ

問

い

合

わ

せ

先

ゆ

咽

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

-
M
F

E
@
0
3
1
o

e

パ

※
雨
天
な
ど
に
よ
る
当
日
の
問
い
合
働
旬

わ

せ

先

陥

一智

大
洲
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

a申

告

@
0

2

9

4

e

司

.，・・4勘・.・4轟・s ・t島副島崎副島崎画b・t畠・.・4・・・・b・・・b・4・・帽副島崎副島帽画b・...帽島崎副島崎画島崎画b•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

健康ウオーク~~みんなで歩こう!

.t 
je 
je 
je 
je 
je 
b 
g: 
姐...

ge 
ge 
gE 
F 
S曹
je 
je 
.t 
ae 
ae 
je 
je 
ae 
je 

iia"露。花まつり

餅っき、餅まき、渡し舟、菜

の花写生大会、新鮮野菜市(変

更の場合あり)など

問い合わせ先

商工観光課

s 24 -2111 

五郎河川敷・菜の花畑

駐車場約 100台

3月 13日(日)
午前 10時~午後4時

時

所

容

場

内

日

(内線 536)
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広報おおず 2∞53月号
警察署再編整備計画

警察署統合に伴う管轄区域の変更

署
=
署
一
一
ち
域

]
一

一一

一アつ一怯

一
写
吾
、

-
-『
7
A
F
、
-
-

干f
，

-
7
一
1
=雲
二
の

W

，，4E
一

-一

-
-

w怜
U
F

子
三

一E
一一
署
田

司
4巴

一
必
ち

FE
--
Eヨ
FEE
--
r
・;、、

羽
劫
一

一
一
ー
ー
一
一
否
干

A
q

一

-
-
-
-
j
:
w
p

I
-洲
二
子
一一
警
守

一一

一一
万
主

-
;
-

j
 

大
=
内
一一
久
上

[統合後]

大洲 警察署

所在地

管轄区域

大洲市

大洲市
喜多郡内子町

警察署に代わって設置される交番の概要

統合される内子警察署の建物をそのまま利用して、内子交番とします。

O人員 ・体制
警部級の交番所長以下 10人程度の警察官を配置し、通常の交番に比べて増強された人員・体制とします。

O業務概要
。交番にパトカーを前進待機させ、旧内子警察署の管内及び上浮穴郡小田町を中心にパトロールを行います。

。運転免許証の更新や自動車保管場所証明などの許認可事務(※)や警察安全相談などの住民に密着した業務を行い

ます。

※新交番で行う許認可事務

。運転免許証の更新

。失効免許申請の受付

。運転免許証の再交付

。申請による運転免許の取消し

。運転免許証の記載事項変更

。自動車保管場所証明

。保管場所標章交付

.制限外積載許可

.通行禁止道路通行許可

・駐車許可

注 。印については、一部取り扱いできない

ものがあります。

市町村の合併に伴い、 警察署の名称変更を以

下のとおり行います。

[旧名称] [新名称 ]

0三島警察署→ 四国中央警察署
O東予警察署→ 西条西警察署
0久万警察署→ 久万高原警察署
O宇和警察署→ 西予警察署
0御荘警察署→ 愛南警察署

。詳細は、警察本部警務課機構改革推進室

(089-934-0110)または関係警察

署にお問い合わせください。

N 

「百亨喜一寸

J 三ここコ

If輩記活必 治「一--11持旅寝7認察署

j苫島部格i止平成i芹1月旧

草誼誠司櫨罫続器E

8--



広報おおず 2∞53月号

初

の
市
議
会
を
開
催

|
大
洲
市
議
会
第
1
回
臨
時
議
会
|

1
月
お
日
(
火
)
、
平
成
打
年
第
1

回
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
大
洲
市
役
所
の
位

置
を
定
め
る
条
例
ほ
か

2
3
9
件
の

条
例
や
平
成
同
年
度

一
般
会
計
を
は

じ
め
と
す
る
暫
定
予
算
の
専
決
処
分

し
た
事
件
の
報
告
や
承
認
な
ど
計
凶

の
議
案
が
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
正
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ

れ
、
初
代
議
長
に
田
中
堅
太
郎
議
員
、

副
議
長
に
押
田
憲

一
議
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

日
歳

・
長
浜
町
櫛
生

・
当
選
5
回

(
経
歴
)
旧
長
浜
町
議
会
議
長、

文

教
厚
生
委
員
長
な
ど
を
歴
任
。

田中堅太郎議長

円
引
歳
・
阿
蔵

・
当
選
2
回

(
経
歴
)
旧
大
洲
市
議
会
総
務
商
工
委

員
長
、
建
設
農
林
副
委
員
長
な
ど
を

歴
任
。

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

1
月
刊
日
(
月
)
、
第
日
回
大
洲

市
寒
中
水
泳
大
会
が
肱
川
橋
上
流

の
肱
川
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
当
日
、

6
歳
か
ら

ω歳

ま
で
の
参
加
者
印
人
は
時
折
降
り

し
き
る
雨
の
中
、
水
温
7
度
の
肱

川
で
力
強
い
泳
、
ぎ
を
披
露
し
ま
し

か
っ
ち
ゅ
う
わ
ざ

た
。
甲
宵
技
や
水
書
な
ど
の
熟

練
し
た
技
に
、
訪
れ
た
見
物
客
も

大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

泳
ぎ
の
後
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
て
い
る

「勾
を

愛
す
る
会
」
の
皆
さ
ん
が
、
水、泳

を
終
え
た
参
加
者
へ
う
ど
ん
を
ふ

る
ま

っ
て
い
ま
し
た
。

=佐拐静健話器》兵制域且辰五Ii
国間回同 @蹴

大洲市が発注する建設工事、測量 ・建設コ ンサルタン卜等業務および物品 ・製造などの競争入札に参加
するには事前の申請が必要です。
平成 17・18年度において、競争入札に参加を希望する人は、次の要領で申請書を提出してください。

【申請の期間】 3 月 1 日伏)~3 1 日制 【注意事項】

(市の休日を除く執務時間中) 0大洲市内に本店または営業所を有する法人または個人
【申請の方法】 持参または郵送(当日消印有効) で、下水道法第22条の資格を有する人は、 3月31日まで

【申請書の様式など】 に大洲市建設農林部下水道課へ届出てください。

0申請書提出後書類内容に変更が生じた場合は、直ちに担

当課(監理課または会計課)まで届け出てください。

【提出 ・問い合わせ先】

干 795-8601 大洲市大洲 690-1 

大洲市役所 ft 24 -2111 

・建設工事および測量・建設コンサルタントなどの業務

大洲市役所総務部監理課契約係(内線36 2) 

4砂物品・製造など

大洲市役所総務部会計課用度係(内線15 4) 

押田憲一副議長

一
世

A大学生の水書

一競争入札の種類 申請書の様式 有効年度 提出要領※ 1
提出

問い合わせ先

建設工事および測
中央公共工事契約制

量・建設コンサル
度運用連絡協議会統

平成17・18年度 監理課で配布 監理課契約係
タントなどの業務

一様式(国土交通省

統一様式)

物品製造など
大洲市指定様式※2

平成17・18年度 会計課で配布 会計課用度係
(会計課で配布)

※1または※2の郵便請求の場合は、80円切手を貼った返
信用封筒を同封してください。
また、大洲市公式ホームページhttp://www.city.ozu.ehime.jp
《くらしの情報》からもダウンロードできます。

一一一 9



広報おおぜ

不審者から小学校を守れ

2∞53月号

問
問
闘
凶
同
川
阿
閉
同
凶

1
月
日
日
樹
、
久
米
小
学
校
で
金
刃
物
を
も
っ
た
不
審
者
が
校
内
に
侵
入
し
た
こ
と
を

想
定
し
た
防
犯
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

小
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
児
童
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
一
言
で
「
安

心
」
と
言
え
な
い
事
件
が
全
国
各
地

企全力で訓練に挑みました

で
相
次
い
で
起
き
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
刃
物
を
持
っ
た
不
審
者

が
小
学
校
周
辺
で
う
ろ
っ
き
、
侵
入

し
た
こ
と
を
想
定
し
た
訓
練
を
行

い
、
「
い
ざ
」
と
い
う
時
の
た
め
に

備
え
ま
し
た
。

犯
人
役
の
大
洲
警
察
署
員
が
、
厚

紙
で
作

っ
た
模
型
の
包
丁
を
片
手
に

授
業
中
の
校
内
を
う
ろ
っ
き
、
教
室

内
に
入
り
こ
む
と
い
う
も
の
で
し

た
。
不
審
者
が
侵
入
し
た
と
い
う
情

報
を
聞
き
つ
け
た
公
民
館
長
、
農
協

職
員
な
ど
地
域
の
皆
さ
ん
の
連
携
と

協
力
に
よ
り
、
校
内
に
侵
入
し
た
不

審
者
に
勇
気
を
も
っ
て
立
ち
向
か

い
、
取
り
押
さ
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

企訓練後の意見交換に「ほっJとした表情

-・・~量藍韮謹直富雄函IÇJë

不審宕に気をつけて!

全国的に、子供たちが被害者となる痛ましい事件
が発生しています。
この大洲地区においても子供たちに声をかけると
いう不審な事案が発生しています。
お子さんをお持ちの保護者は、日頃から防犯対策
の指導をしてください。
また、地域の皆さんと協力して子供たちを犯罪か
ら守る ことも必要です。お互いに協力して、子供た
ちにとって安全 ・安心な地域にしましょう。

(子どもへの防犯指導例)
安一人で遊んではいけま
せん
女外出時は、必ず 「行き
先jを言います
大何かあったら大声で助
けを呼んで逃げます
大何かあったら保護者に
必ず話します

今
回
の
不
審
者
の
侵
入
を
実
際
に

体
験
し
た
4
年
1
組
の
児
童
に
感
想

を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
怖
く
て
声
が
出
な
か

っ
た
」
、
「
怖

く
て
足
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
か
っ

た」、

「刺
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

心
配
だ

っ
た
」
な
ど
、

児
童
は
パ
ニ
ツ

A校内に緊張感が走る

不審者を発見した場合は、警察に連絡してください。
大洲警察署 825-1111 

10一一一

ク
状
態
に
陥
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す。
ま
た
、
日
常
生
活
で
怖
か

っ
た
経

験
も
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
あ
い
さ
つ
を
し
た
人
に
追
い
か
け

ら
れ
た
」
、
「
外
出
し
た
と
き
、
サ
ン

グ
ラ
ス
を
か
け
た
男
性
に
住
所
を
聞

か
れ
た
」
な
ど
、
不
審
者
に
遭
遇
し

た
経
験
を
持
つ
児
童
も
い
ま
し
た
。



広報おおず 2∞53月号
人権|こ関する相談

人
権
擁
護
委
員
を
ミ
存
知
で
す
か
?

悩
み
ご
と
の
相
談
に
の
り
ま
す

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
毎

日
の
暮
ら
し
の
中
に
起
こ
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
、
差
別
的
取
り
扱
い
、
暴

行
・
虐
待
、
い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
セ
ク
ハ
ラ
な

ど
の
人
権
侵
害
に
関
す
る
悩
み
ご
と

の
相
談
に
の

っ
て
く
れ
ま
す
。

相
談
内
容
の
秘
密
は
、
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
相
談
は
無
料
で
、

難
し
い
手
続
き
も
い
り
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
に
閲
す
る
相
談

「
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
無
料
相

談
所
」
が
、
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

に
法
務
局
大
洲
支
局
で
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
や
公
民
館

な
ど
で
も
「
人
権
相
談
所
」
が
毎
月

聞
か
れ
て
い
ま
す
。

日
時
・
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、

広
報
お
お
ず
の
「
相
談
ご
と
案
内
」

に
毎
月
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

(
大
洲
地
区
)

上

田

弘

(
若
宮
)

宮

@
6
3
7
0

(
大
洲
)

宮

@
2
1
2
3

文
彦
(
新
谷
)

宮

@

3
1
6
7

美
子
(
阿
蔵
)

E
@
4
2
7
8
 

幸
喜
(
菅
田
町
菅
田
)

宮

@

5
0
8
1

藤
木
裏
利
子
(
柚
木
)

宮

@
3
5
0
5

強
(
八
多
喜
町
)

宮

@

0
1
3
6

上
野
マ
リ
ヱ

佐
J r I 

白
石

辻松
岡

(
長
浜
地
区
)

清
水
禎
子
(
白
滝
)

宮
⑪

0
6
3
1

美
澄
(
長
浜
町
下
須
戒
)

E
@
1
6
1
6
 

(
長
浜
)

包

@
0
4
4
0

下
回

新
山

博
邦

(
肱
川
地
区
)

基
本
曙
美
(
肱
川
町
宇
和
川
)

E
@
2
6
5
0
 

忠
(
肱
川
町
大
谷
)

宮

@
2
7
4
7

中
塚

(
河
辺
地
区
)

玉

井

隆

(
河
辺
町
横
山
)

E
⑮
2
5
5
6
 

(
河
辺
町
植
松
)

宮

@
2
4
5
1

船
田
千
代
子

人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
で
す
。
こ
の
制
度
は
、

「日

頃
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た

ち
が
、
地
域
の
中
で
人
権
思
想
を
広

め
、
人
権
侵
害
が
起
き
な
い
よ
う
に

見
守
り
、
人
権
を
擁
護
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
」
と
い
う
考
え
か
ら

設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
諸
外
国

に
も
例
を
み
な
い
制
度
で
す
。

現
在
、
約
l
万
4
千
人
の
委
員
が

全
国
の
市
町
村
に
配
置
さ
れ
、
法
務

局
の
人
権
相
談
所
や
自
宅
な
ど
で
も

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相
談
を

受
け
る
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
し
て

い
ま
す
。

大
淵
神
信
満
保
存
舎
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ

大
淵
発
祥
の
神
伝
流
泳
法
②

大
洲
に
生
ま
れ
、
松
山
藩
水
練
出
水
二
丈
四
尺
五
寸

(
7
・
却
メ
l

師
役
と
な

っ
た
伊
東
祐
根
の
依
頼

ト
ル
)
』
が
あ

っ
た
の
で
す
。
年
譜

で
松
山
で
制
作
さ
れ
た
加
藤

主

馬

の

中
で
水
泳
記
事
は
こ
の

一
件
だ

の
肖
像
画
の
賛

〔写

し

参

照

〕

の

け
、
藩
士
に
な
る
た
め
に
濁
流
で

中
に
、
主
馬
の
経
歴
・
主
馬
流
の
水
練
中
の
事
故
死
を
藩
と
し
て
特

起
源

・
主
馬
の
功
績
が
記
さ
れ
て

筆
し
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

い
ま
す
。
主
馬
流
(
神
伝
流
)
の
ま
た
、
大
井
川
渡
し
の
川
人
足

起
源
は
、

F
河
泡
を
遁
造
し
て
い
た
達
が
大
洲
藩
士
を
『
伊
予
の
川
猿
』

時
、
柳
(
枝
垂
れ
)
の
枝
先
が
水
と
呼
ん
で
恐
れ
た
と
い
う
話
で
、

の
流
れ
に
浸

っ
て
反
復
運
動
す
る

天
保
六
年

(
1
8
3
5
年
)
4

あ
り
さ
ま
を
熟
視
し
て
い
る
う
ち
月
『
足
軽
、
大
井
川
二
市
川
越
人

に
、
水
泳
の
奥
義
を
悟

っ
た
。』

と
足
ト
ロ
論
以
下
略
』
の
記
録
が

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
神
伝
流
の
特
あ
り
ま
す
。
な
お
、
愛
媛
県
史
地

徴
は
、
『
あ
お
り
足
』
(
前
後
に
開
誌
篇
南
予
に
よ
る
と
、
文
化
十

一

い
た
両
足
で
水
徒
勢

い

よ

く

挟

み

年

(1
8
1
4
年
)
大
洲
城
下
の

つ
け
る
よ
う
に
煽
り
送
る
)
で
浮

侍
屋
敷
総
数
2
7
2
戸
中
、
城
の

カ
・
推
進
力
を
得
る
泳
法
〔
図
参
照
〕

川
向
の
肱
北
側
に
約
3
分
の
2
の

で
す
。

1
7
6
戸
が
配
置
さ
れ
て
い
た
由
、

「
大
洲
の
言
い
伝
え
」
に
『
泳
、
げ
橋
梁
が
皆
無
の
大
測
城
下
の
こ
と

ん
者
は
藩
士
に
な
れ
ん
』
こ
と
が

故
、
水
練
の
重
要
性
は
加
藤
主
馬

あ
っ
た
由
、
加
藤
家
年
譜
に
嘉
永
で
な
く
て
も
大
洲
藩
土

一
同
切
実

元
年

(1
8
4
8
年
)
6
月

mh口
、
な
こ
と
だ

っ
た
と
思
わ
れ
詳
す
。

『井
口
左

次

馬

御

下

ニ

テ

水

瀞

居

今

一
つ
の
言
い
伝
え
「
纏
狩
り
」

処
流
死
』
の
痛
ま
し
い
記
録
、
が
あ
は
次
回
に
述
べ
ま
す
。

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

3
日
ま
え

いで
井
手

の
6
月
日
日
『
御
在
所
風
雨
川
々
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2∞53月号広鰻おおぜ

国民年金のお知らぜ

-
学
生
の
皆
吉
h
、
4
日
じ
な

フ
た
ら
圃
民
年
室
学
生
納
何
特

例
制
度
の
申
請
を
忘
れ
す
に
!

加
歳
以
上
の
学
生
も
、
国
民
年
金

に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
多
く
の
場
合
、
学
生
に

は
所
得
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
学
生
納
付
特
例
制
度

は
、
在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険

料
納
付
を
猶
予
す
る
制
度
で
す
。
学

生
納
付
特
例
期
間
中
の
ケ
ガ
や
病
気

な
ど
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
は
、
障

害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

前
年
に
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を

受
け
て
い
た
人
も
、
毎
年
、
学
生
納

付
特
例
の
申
請
が
必
要
で
す
。

1

対
象
者

大
学
(
大
学
院
)
、
短
大
、
高
校

専
修
学
校
、
各
種
学
校
な
ど
に
在
学

す
る
却
歳
以
上
の
学
生
な
ど
で
あ
っ

て
、
本
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
下
で
あ
る
人
。

2

手
続
き
先
・
方
法

・
住
民
票
を
登
録
し
て
あ
る
、
市
区

町
村
の
国
民
年
金
係

・
年
金
手
帳
・
印
鑑
及
、
び
、
学
生
証

な
ど
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で

き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

3

注
意

・
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、

将
来
受

け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
、
年
金
額

に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
学
生
納
付
特
例
期
間
に
つ
い
て

は
、
保
険
料
を
叩
年
前
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
付
す
る
「
追
納
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

2

年
量
制
度
の
改
正
に
よ
り

平
戚
日
年

4
日
か
ら
以
下
の

3

7
の
手
続
き
が
踏
ま
り
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
の
特
例
届
出
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
の
届
出
が

2
年

以
上
遅
れ
た
場
合
、

2
年
前
ま
で
は

さ
か
の
ぼ
っ
て
第
3
号
被
保
険
者
期

間
の
う
ち
保
険
料
納
付
済
期
間
と
な

り
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
の
期
間
は
、

「
保
険
料
の
未
納
期
間
」
の
取
扱
い

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
年
金
制
度
の
改
正
に
よ
っ

て
平
成
げ
年
4
月
か
ら
、
過
去
の
未

届
期
間
に
つ
い
て
、
改
め
て
特
例
届

出
を
行
え
ば
、

2
年
前
以
前
の
期
間

も
第
3
号
被
保
険
者
の
保
険
料
納
付

済
期
間
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
平
成
げ
年
4
月
以
後
の
第

3
号
被
保
険
者
に
か
か
る
未
届
期
間

に
つ
い
て
も
、
や
む
を
得
な
い
理
由
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、

2
年
以
上
さ

か
の
ぼ
っ
て
第
3
号
被
保
険
者
の
保
険

料
納
付
済
期
間
と
な
り
ま
す
。

若
年
者
に
対
す
る
納
付
猶
予
制
度
が

始
ま
り
ま
す
。

低
所
得
者
の
若
者
(
却
歳
代
)
が

所
得
の
高
い
世
帯
主
(
親
な
ど
)
と

同
居
し
て
い
る
と
き
は
、
保
険
料
の

免
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

国
民
年
金
制
度
の
改
正
に
よ
っ
て

平
成
げ
年
4
月
よ
り
、
初
歳
未
満
の

第
l
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
、
本
人

及
び
配
偶
者
の
前
年
所
得
が

一
定
以

下
で
あ
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
は
判
断
の
対
象

外
と
な
り
ま
す
。

納
付
猶
予
期
間
に
つ
い
て
は
、
年

金
の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
凶
年
以
内

な
ら
保
険
料
納
付
(
追
納
)
が
で
き
、

そ
の
場
合
は
保
険
料
を
納
付
し
た
期

間
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。
ま
た

納
付
猶
予
期
間
中
に
障
害
に
な
っ
た

り
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
障
害
基
礎

年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

特
別
障
害
給
付
金
が
始
ま
り
ま
す
。

1

特
別
障
害
給
付
金
制
度
創
設
の

趣
旨
国
民
年
金
制
度
の
発
展
過
程
に
お

い
て
生
じ
た
特
別
な
事
情
に
よ
り
、

障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

な
い
障
害
者
の
方
を
対
象
と
し
た
福

祉
的
措
置
と
し
て
、
特
別
障
害
給
付

金
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

12一一一一

胎まるよl
2

対
象
者

平
成
3
年
3
月
以
前
の
国
民
年
金

任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生
ま
た

は
昭
和
旧
年
3
月
以
前
の
国
民
年
金

任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者

(
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
等
の
加
入

者
)
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
、
国
民
年

金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期

間
内
に
初
診
日
(
病
気
や
ケ
ガ
で
初

め
て
医
師
の
治
療
を
受
け
た
日
)
が

あ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎
年
金

1
、
2

級
相
当
の
障
害
に
該
当
す
る
人

3

支
給
額

1
級
一
月
額
5
万
円

2
級
一
月
額
4
万
円

・
支
給
額
は
、
毎
年
度
自
動
物
価
ス

ラ
イ
ド
が
あ
り
ま
す
。

・
所
得
に
よ
っ
て
支
給
制
限
と
な
る



広躯おおぜ 2∞53月号
軽自動車などの手続き!こついて

場
合
が
あ
り
ま
す
0

・
老
齢
年
金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
支
給
制
限
が
あ
り
ま

す。
・
支
払
は
、
年
6
回

(
2
月、

4
月、

6
月、

8
月
、
印
月
、
ロ
月
)
で
す
。

前
月
ま
で
の
分
を
受
け
取
り
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

(
初
回
支
払
な
ど
、
特
別
な
場
合

は
、
奇
数
月
に
支
払
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
)

4

宮
山

口

・
請
求
の
窓
口
は
、
住
所
地
の
市
区

町
村
役
場
で
す
。

・
障
害
認
定
な
ど
の
審
査
、
支
給
事

務
は
、
社
会
保
険
事
務
局
(
社
会

保
険
庁
)
で
行
い
ま
す
。

5

事
務
の
開
始
日

平
成
口
年
4
月
1
日
か
ら
で
す
。

6

ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と

①
給
付
金
支
給
は
、
請
求
の
あ
っ
た

月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
い
た
し
ま

す。

(
4
月
に
請
求
い
た
だ
く
と

5
月
分
か
ら
支
払
額
を
計
算
し
ま

す
。
)

請
求
が
遅
れ
た
場
合
に
、
遡
っ

て
支
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

5
月

分
か
ら
受
け
取
る
に
は
、

4
月
中

に
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

障
害
認
定
に
必
要
な
添
付
書
類

が
全
て
そ
ろ
わ
な
い
場
合
で
あ
っ

て
も
、
ま
ず
は
、

4
月
中
に
市
区

町
村
窓
口
で
請
求
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

②
障
害
認
定
事
務
は
、
過
去
の
状
況

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
非

常
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
個
々
の
ケ

l
ス
に
も
よ
り

ま
す
が
、
支
給
の
決
定
ま
で
数
ヶ

月
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
支
給
が
決
定
す
れ
ば
、

請
求
書
の
受
付
月
の
翌
月
ま
で
遡

っ
て
支
給
額
を
計
算
い
た
し
ま

す。

問
い
合
わ
せ
先

松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

宮

0
8
9
・9
2
5
・5
1
0
5

軽自動車や原付バイクなどの

廃車手続きを忘れずに
軽自動車税は、毎年4月1日現在の所有者に課税されます。新たに所有
者になられた人や所有者でなくなった人は、早めに手続きをしてください。

※軽自動車税は月割課税制度がないため、賦課期日の4月 1日現在で廃車

手続きを終了していない場合、 一年分の税金が課税されます。

【原付などの所有者が死亡した場合】

名義変更、または廃車の手続きをしてください。

【大洲市に転入の場合】

他市町村のナンバープレートがある場合、他市町村の

ナンバープレートと印鑑をご持参のうえ、変更手続きを

行ってください。なお、手続きの際に車名・車体番号・

排気量の確認が必要です。

【市外へ転出する場合】

車体とともに所有者が転出する場合、廃車手続き後、

新住所地で新たにナンバープレートの交付を受けてくだ
さい。

変更手続きを行わず、原付の使用の本拠地をそのまま

大洲市内とする場合、納税通知書の送付先をお知らせく

ださい。(大洲市内に住所のある人に限る)

【盗難にあった場合】

警察へ盗難屈を提出し、

え、届出をしてください。

その証明と印鑑をご持参のう

324-2111 (内線 125)
352 -1111 
334-2311 
339-2111 

問い合わせ先

本庁税務課

長浜支所総務課

肱川支所総務課

河辺支所総務課

手続きをする場所

車種
原動機付自転車(総排気量が その他の車種
125 cc以下)と小型特殊自動車

本庁税務課または各支所総務課 軽自動車検査協会
場所 (支所においても今までと同様 または陸運支局

の手続きができます。)

原付および小型特殊自動車の変更手続きに必要なもの

印鑑
ナンバー

備考
プレート

他人に譲る場合 0新旧所有者
× 
届出がない場合、旧所有

(名義変更) ともに必要 者に課税されます。

車体を変更する
届出がない場合、自賠責

場合
。 × 保険の変更ができませ

ん。

廃車にする場合 。 。
ナンパプレ 所有者、もしくは事情を
トを紛失、また 。 × 詳しく説明できる人が印
は廃棄した場合 鑑を持参してください。

※合併後も旧市町村で発行したナンバープレ トは使用できます。
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広報おおず

税の申告について

2∞53月号

閉

山

@
も
う
お
済
み
で
す
か
?

申
告
は
、

市
県
民
税
の
申
告

市
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
げ
年

1
月
1
日
現
在
、
大
洲
市
に
住
所
が

あ
り
、
申
告
義
務
の
あ
る
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

ま
だ
、
申
告
が
お
済
み
で
な
い
人

は
、
必
ず

3
月
日
日
(
火
)
ま
で
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
所
得
の
算
出
に
必
要
な
収
支
内
訳

書
、
明
細
書
、
領
収
書
な
ど

③
給
与
・
年
金
な
ど
の
あ
る
人
は
「
源

泉
徴
収
票
」

④
社
会
保
険
料
控
除
の
あ
る
人
は

「
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
、

介
護
保
険
料
な
ど
の
領
収
書
」

⑤
生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険
料

控
除
の
あ
る
人
は
「
支
払
保
険
料

の
証
明
書
」

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
「
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
(
原
則

と
し
て
、
医
療
費
の
合
計
額
が

印
万
円
を
超
え
る
場
合
こ
な
ど

⑦
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
「
損
失

3
月
時
日
(
火
)
ま
で

額
の
明
細
書
」
「
損
害
に
関
す
る

証
明
書
」
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民
税
係
宮
@
2
1
1
1

(
内
線

1
2
8
・1
2
9
・1
3
0
)

長
浜
支
所
総
務
課
宮
@
1
1
1
1

肱
川
支
所
総
務
課
宮
@
2
3
1
1

河
辺
支
所
総
務
課
包
⑩
2
1
1
1

税の相談電話

宮 0893-24-3635

市内通話料金で税務相談室松山分室または

高松国税局税務相談室と相談ができます。

所
得
税
な
ど
の
申
告

所
得
税
や
贈
与
税
の
申
告
・
納
付

の
期
限
は
、

3
月
日
日
(
火
)
で
す
。

申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税

務
署
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待

ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
の
で
、

申
告
は
出
来
る
だ

け
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
の
申
告
・
納
付
の

期
限
は
、

3
月
白
日
(
木
)
で
す
。

申
告
書
な
ど
の
提
出
は
、
出
来
る

だ
け
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
用
紙
や
わ
か
り
や

す
い
「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引

き
」
な
ど
は
税
務
署
の
ほ
か
、
市
役

所
税
務
課
お
よ
び
各
支
所
の
窓
口
で

も
お
渡
し
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
大
洲
税
務
署
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
洲
税
務
署
宮
@

3
1
1
5

国
税
庁
ホ

l
ム
ペ
l
ジ
ア
ド
レ
ス

zst~省
当
者

-
E
p
m
0・]
り

年中無休・ 24時間
電話・ファックス ・インターネッ卜で身

近な税金についての質問にお答えします。

14一一一

3089-921-7799 

http://www.taxanswer.nta.go.jp 
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肱流苑

宿富者の事集について

大洲市肱川高齢者生活福祉センター

2人
2 月 21 日(月)~3 月 10 日嗣
希望者は、申込用紙を大洲市肱川高齢者生活福祉セ
ンター 肱流苑へ提出してください。
申込用紙は、肱流苑に備え付けております。希望者
は、電話などで請求してください。
70歳くらいまでの健康な人で、月に 15日程度宿直
業務のできる人
(勤務内容、勤務日程などについてはお問い合わせ
ください)

勤務時間 午後 5時~翌日の午前8時30分
委託期間 1年間(平成 17年4月l日から平成18年3月31日)
委託料 l回あたり 6.100円
申込・問い合わせ先

大洲市肱川高齢者生活福祉センター肱流苑
大洲市肱川町宇和川65 834 -3 3 9 1 

※委託者は、個別に面接を行い後日、決定いたします。

募集人員
募集期間
申込方法

採用条件
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大効I~ ・八幡浜自動車道lこついて考える

-・・・町[;15 ;在itj}~;三宮司1主置r~.... ~n_副主要理豆l ~J~蓮司U~~-4ヨ忠孝司園出IliZEZZE-----

Q:生活圏の拡大や交通安全、生活の利便性向上のため、大
洲・八幡浜自動車道は必要です。
片側 1車線でも構わないので、
ます。

1日も早い完成を願い

A:ご提案された観点は重要視しております。出来るだけ早
く事業化したいと考えています。

(Q-民家のある平地部を外したルートに設定して欲しい。 )

A 沿線の状況も踏まえ、地域環境への配慮をしながら計画
を進めます。

「みんなで考えよう!道づくり。まちづくり。」を
スローガンに、平成16年10月29日樹、八幡浜市内 「リ
ジエール八幡浜」において上記「考える会jが県に
より開催されました。
約200名の方にご参加頂き、大洲 ・八幡浜自動車道
の必要性・整備への期待など、前向きで活発な意見
が多数出されました。主な意見は次のとおりです。

緊急性が高い区間

醐

脚

瑚

醐

抑

制

抑
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曲
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大洲 八幡浜自動車道の緊急性 |大洲 八幡浜自動車道の必要性 |

無図書
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約S割以上(重複なし)が
大平~郷聞の緊急性が高いと回答

大
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平
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計画検討の上で記慮すべき点として
ともに約6割(量複あり)が
「大気汚袋、騒音・振動の防止』、
『地すベり等の防災対策』と回答

整備の必要があると答えた方の紬9割以上
(重複なし)が阜〈聾備をすべきと回答
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約 9割が登備の必要があると回答

計画検討の上で

配慮すべき点

家
族
で
人
権

・
同
和
教
育
を
す

す
め
る
た
め
に
は
「
家
庭
づ
く
り
」

に
努
力
す
る
一
方
保
育
所
、
幼
稚

園
や
学
校
の
参
観
日
に
は
、
で
き

る
だ
け
出
席
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
、
ど
ん
な
こ
と
を
、
ど
の
よ
う

に
勉
強
を
し
て
い
る
の
か
を
知
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
地

域
の
公
民
館
や
隣
保
館

・
集
会
所

な
ど
で
開
か
れ
る
学
習
会
や
講
演

会

・
地
区
懇
談
会
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
、
同
和
問
題
を
正
し
く

認
識
し
、
今
ま
で
の
偏
見
や
差
別

心
を
取
り
除
く
努
力
を
し
て
き
ま

し
た
。そ
し
て
子
ど
も
さ
ん
の
質
問
に

も
正
し
く
答
え
ら
れ
る
親
に
な
り

た
い
と
学
習
を
積
み
上
げ
て
き
ま

し
た
。
子
ど
も
は
親
の
姿
、
「
生
き
方
か

ら
だ
い
じ
な
こ
と
を
学
び
ま
す
。

さ
て
、
肱
川
流
域
の

四
市
町
村

が

一
体
と
な
り
、
「
新
大
洲
市
」
が

誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

幻
世
紀
に

潤
い
の
あ
る
新
大
洲
市
の
飛
躍
の

た
め
に
も
、
次
の
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
、

こ
の
地
が
誇
れ
る

も
の
で
あ
り
、
生
ま
れ
育
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
「
ま
ち

づ
く
り
」
が
望
ま
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
人
権
が
大
切

に
さ
れ
る
地
域
づ
く
り
に
積
極
的

に
努
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

'
A
権
・
筒
和
教
宮
内
d

リ
E
ズ

No.2 

新
定
な
門
出
!

「
学
習
し
て
自
分
自
身
を
衰
え
ま
し
ょ
う
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
洲
市
に
お
い
て
は
、
平
成
日

年
6
月
却
日
に
「
大
洲
市
人
権
尊

重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
が
施
行

さ
れ
、
愛
媛
県
行
動
計
画
と
連
動

さ
せ
な
が
ら
、
種
々
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、

地
区
懇
談
会
や

行
政
職
員
の
研
修
、
企
業
研
修
や

現
地
研
修
な
ど
で
す
。

そ
の
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
、

2
月
凶
日
(
金
)
に
は
新
大
洲
市
と

し
て
の
第

一
回
大
洲
市
人
権

・
同

和
教
育
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
る

予
定
で
、
旧
長
浜
町
、
旧
肱
川
町、

旧
河
辺
村
の
方
々
の
参
加
も
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
本
年
は
世
界
人
権
宣

言
が
採
択
さ
れ
て
町
年
目
で
す
が
、

そ
の
第
二
条
で
は
、
「
全
て
の
人
は

人

種

、

皮

膚

の

色

、

性

、

言

葉

、

宗

教

、

政
治
そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
若

し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
産
、
門

地
そ
の
他
の
地
位
又
は
こ
れ
に
類

す
る
い
か
な
る
事
由
に
よ
る
差
別

を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
全
て
の

権
利
と
自
由
と
を
享
有
す
る

こ
と

が
で
き
る
。
」
と
う
た
わ
れ
て
い
ま

す。
新
た
な
門
出
を
機
に
、
命
と
人

権
を
尊
重
す
る
教
育
の
大
切
さ
を

認
識
し
直
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

4
N
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1月10日(月)、東京・明治神宮

至誠館で開催されだ全国遠的大会

で準優勝を射止めました。山中さ

んは、県立大洲高等学校入学とと

も|こ弓道をはじめ、大学進学後も

続けられましだ。卒業後は、ダイ

キ株式会社(松山市本社)Iこ勤務

するかたわら弓道部区所属し、技

術の向上!こ努められ、実業団大会

や国体などの大会で輝かしい成績

を収めています。これからも郷土

の選手として素晴らしい活躍を期

待します。

みんなが生き生きと暮らせる環境を造り、老人と若者そし
て予供が交流を図るだめの施設、 3世代交流館 【上】と高齢
者 (1LDK3戸)と一般世帯 (2LDK3戸)が入居できるふれ
あい住宅 [下]が植松地区!こ完成しまし芝。
世代を越えてのお付き合いは、古き良き時代を思い出させ
てくれることでしょう。

ZE奇

画面~ _ /22
国立青年の家「平成16年度オ')ンピ7フン巡回指導事業」で

有森祐子さんと実挟孝行さんが大洲lこ訪れました。市内はも
とより県内各地から訪れた 250人のマラソン愛好家だちは、
八幡浜・大洲i也区運動公園陸上競技場のトラックで実技指導
を受け、さわやかな汗を流していました。

fJ学、

1月23日の文化財防火デ-IZ_ちなんで、大洲城での模擬火災
訓練が開催されましだ。あいにくの雨|こもかかわらず、大洲
市消防団舷南分団、肱南婦人防火クラブ、大洲消防署の皆さ
んは、本番さながらlこ訓練巴取り組んでいましだ。
文化財の保護と防火意識をもって、火災から生命・財産を
守りましょう。

広川中学校3年生が校内!こある炭窯を使って、炭焼きを体

験しましだ。これは、 13年前、地域の皆さんと生徒で炭窯を

作って以来、毎年実施しています。原木の提供から指導まで

地域の協力のもと、炭出しを行いましだ。

この活動を通して、生徒は先人の苦労や生活の知恵や故郷

の歴史を学ぶととち区、卒業前の思い出作りになりました。

16一一一
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連載シリーズ

じ

き
ょ
う

上
須
戒
の
久
保
慈
教
さ
ん
は
、
昭

和
制
年
8
月
刊
日
保
護
司
を
委
嘱
さ

れ
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
叩
年
余

の
長
き
に
わ
た
り
、
非
行
少
年
お
よ

び
犯
罪
者
の
改
善
更
生
と
地
域
の
犯

罪
予
防
活
動
に
献
身
的
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
平
成
7
年
5
月
口
日
か
ら

現
在
ま
で
喜
多
地
区
保
護
司
理
事
を

務
め
ら
れ
、
ま
た
、
平
成
9
年
5
月

お
日
か
ら
平
成
凶
年
5
月
げ
日
ま
で

同
会
副
会
長
と
し
て
、
更
に
平
成
叩

年
5
月
凶
日
か
ら
平
成
凶
年
5
月
日

日
ま
で
同
会
会
長
と
し
て
、
会
の
発

展
と
活
動
の
充
実
に
図
ら
れ
ま
し

た。

ございます
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慈教さん.6.久保

問い合わせ先
肱川地区
日時 3月4日働午後1時30分~午後4時30分
場所 肱川公民館3階会議室
問い合わせ先 肱川支所 834-2311
河辺地区
日時 3月10日肘午前9時~正午
場所 河辺老人福祉センター
問い合わせ先 河辺支所 839-2111

852-1111 長浜社会福祉協議会河辺地区
日時 3月10日休) 午前10時~正午
場所河辺老人福祉センター

圃圃圃圃圃圃圃圃圃，....~ヨ1:膨量臨魔除髭諸国圃圃圃圃圃圃圃園

ーーーーー-面凶器既定書'11:勝ーーーーーーー
日時 3月19日同午前10時~午後4時
場所 市民会館 ※予約が必要です。
問い合わせ先 本庁総務課行政係 824・2111(内線328)
-・E ・-語諸国崎語院由圃圃圃圃圃圃圃圃圃園

大洲地区
日時 3月15日制午前10時~正午
場所 新谷公民館
日時 3月18自国午前10時~正午
場所市役所3階会議室
長浜地区
日時 3月25日樹午前10時~正午
場所長浜保健センタ
問い合わせ先 急ぐときは法務局大洲支局 824-4155 ーーーーーーーーーーEi:~定型議室重i言動ーーーーーーーーーーー

日時 月~金午前B時30分~午後5時
324-4155 祝日・年末年始を除く

場所市役所高齢福祉課
問い合わせ先 824-2111 (内線169)

午前10時~午後3時30分
大洲地区
日時 3月7日伺)・23日ω
場所 大洲商工会議所
問い合わせ先 松山西社会保険事務所
長浜地区
日時 3月10日制・22日ω午前10時~午後3時30分
場所長浜町商工会
問い合わせ先 長浜支所福祉課

-E・E・-頃語i!l若葉豪司三I~医事括主事留lõ;齢-・E・-

日時 毎週月・水・金曜日(休日除く)
場所法務局大洲支局人権相談室
問い合わせ先 法務局大洲支局 824-4155 

-・E・-ーー吾霞星島冨lo;野進哩E ・E・・E・-
月~金午前8時30分~午後5時15分
祝日・年末年始を除く

場所青少年センター
問い合わせ先 324-7830 

日時852-1111 
ーーーー・園田晶i1'oM.2io;殿ーーーーーー
大洲地区

日時 一般椙談毎週月・水曜日
法律相談 毎週火・木曜日
介護相談毎週金曜日

午前10時~正午、午後1時~午後4時
※祝日-年末年始を除く

場所 総合福祉センター(相談室直通) 323-5629 
問い合わせ先 総合福祉センター1階社会福祉協

議会窓口 323-0313 

ーーーー・頃主ヨ国Ei同韻司同誌面~ïI沼田匝醤藷~:膨圃圃圃圃圃

大洲地区
日時 月~金午前日時30分~午後5時15分祝日年末年始を除〈

場所 大洲隣保館・大洲福祉会館
問い合わせ先 824-6100 (大洲隣保館)

825-0947 (大洲福祉会館)

れ遜磁磁波蛙
u 

: 大洲市男女共同参画推進条例が

扮 施行されました
鈴 大洲市においては、男女共同参画を推進するため、平成
~. 17年 1月11日「大洲市男女共同参画推進条例」を施行し
貯 ました。

概要は次のとおりです。
1'r 条例の内容は、前文、総則、基本的施策、推進体制等、
男女共同参画推進会議、雑則で構成されています。

シ「 前文では、大洲市の特徴、条例制定に至る経緯、現状と
扮 課題などについて述べています。
， 総則では、この条例の目的が男女共同参画社会の実現で
プ あること、ジェンダー(社会的・文化的性差)やドメステ
u ィックバイオレンス(夫やパートナーなどからの暴力的行
扮 為)などの用語の意味、女性が差別的扱いを受けることなく、
や 固定的役割分担解消等を各分野において取り組むことなど
{ の基本理念、市、市民、事業者及び教育関係者が果たすべ
動 き責務などについて定めています。
基本的施策では、総合的かつ長期的に講ずべき施策等に
ついて定めた基本計画を策定することや積極的改善措置(参
画機会の積極的提供)について規定しています。
推進体制等においては、あらゆる施策の推進に当たって

u は男女共同参画の視点を持って取り組むことができる市の
A 組織の整備や必要な財政措置を講じることについて規定し
町 ています。

ずr 男女共同参画推進会議では、男女共同参画に関する基本
め 的かつ総合的な施策及び重要事項を審議することとしてい
でます。
u 平成 17年度から大洲市の具体的施策などについて定めた
扮 「男女共同参画基本計画」を策定し、大洲市の男女共同参画
、一の推進を図ることとしています。
H お問合せ

ピ「 大洲市企画財政部企画調整課男女共同参画係
B 24 -2111 (内線 523)

t( 

ぷ

t( 

f? t'? t'? t'l t( f:r "t'? u t( t長会合会uu f:r fJ t'? t'l t_，? tr!'? U t_，? 

{相談ごと案内 }

ーーーー・噌担当K".:J::・』庖j:局長野3・ーーーー

圃圃圃圃圃圃圃圃圃E 匪羽E孟詰車置m齢ーーーーーーーーー・

月~木午前8時30分~午後5時15分
祝日・年末年始を除く

場所国立大洲青年の家
問い合わせ先 824-1414 

日時 3月15日(刈午前9時~午後4時
場所 宅建協会大洲支部
問い合わせ先 備)上回喜六不動産

日時
時間

長浜地区
日時 3月25日樹午前9時~午後3時
場所長浜保健センター

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃E函}蹟1:巨請11.徳富島主語圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃

大洲地区
日時 3月19日同
場所市民会館
問い合わせ先 324-5072 (山本)324-4294 (辻)
肱川地区
日時 3月4日働午後1時30分~午後4時30分
場所 肱川公民館3階会議室

午前10時~午後4時

824-4452 

一一一 17



2∞53月号広鰻おおず

くらしの情報

IIJ 
Sω~ 

大洲市保健センター823-0310(大洲地区)
長浜保健センター852-3055(長浜地区)
肱川保健センター834-2340(肱川地区)
河辺保健センター839-2111(河辺地区)

3
月
の
審
種
検
診
・
相
談

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

。
旧
大
洲
市
内
に
居
住
す
る
人
を
対
象

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
3月
1
日
(
火
)
平
成
同
年
刊
月
生
ま
れ

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

0
3月
日
日
(
火
)
平
成
日
年
8
月
生
ま
れ

0
3月
お
日
(
水
)
平
成
比
年
2
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
1
時
1
午
後
1
時
加
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
3月
8
日
(
火
)
平
成
同
年
5
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
前
9
時

1
午
前
9
時
加
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ

1

ト
・
パ
ス
タ
オ
ル

【
栄
養
相
談
】
予
約
制

0
3
月
9
日
(
水
)

相
談
時
間

午
前
叩
時

1
正
午

午
後
1
時

1
午
後
3
時

持
参
晶

健
康
手
帳

長
浜
保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
:
長
浜
保
健
セ
ン
タ
ー

。
旧
長
浜
町
内
に
居
住
す
る
人
を
対
象

【
1
歳
6
ヶ
月
児
・

3
歳
児
診
査
】

0
3
月
日
日
(
金
)

平
成
比
年
1
月
・

2
月
生
ま
れ

平
成
日
年
7
月
・

8
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
1
時
1
午
後
1
時
加
分

持
参
晶

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

※
肱
川
町
と
河
辺
町
に
つ
い
て
は
、
各
機

関
誌
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

8
@
3
1
6
5

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査

・
相
談
】

O
毎
週
火
曜
日
午
前
日
時

1
正
午

【難
病
医
療
相
談
】

O
第
3
火
曜
日
午
後
1
時

1
午
後
3
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第
3
金
曜
日
午
後
1
時

1
午
後
3
時

【
H
T
L
V
1
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月
1
金
曜
日
午
前
9
時

1
午
後
4
時
叩
分

【女
性
の
健
康
相
談
】

O
第
3
木
曜
日
午
後
4
時

1
午
後
5
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第
4
木
曜
日
午
前
叩
時

1
午
後
4
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第
3
水
曜
日

午
後
O
時
叩
分

i
午
後
1
時
叩
分

内対
容象

就
学
前
児
童

(
1
1
6
歳
)

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
フ
ッ

化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
ら
せ

3
月
の
献
血
実
施
日
・
場
所
な
ど
に

つ
い
て
は
、
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

g
@
0
3
1
0
 

着

図書館精報

824-4419 

852-1111 

834-2307 

来庁

図書館(大洲

長浜図書館

肱川図書館

開
館
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

4
月
か
ら
市
内
の
図
書
館
す
べ
て
、
開

館
時
間
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

開
館
時
間

午
前
9
時
叩
分
i
午
後
6
時

図
書
館
(
大
洲
)

8
日
生
涯
学
習
講
座

古
文
書
解
読
講
座

ご
じ
ゅ
ん
け
ん
さ
ま
ご
つ
う
一
が
し
ょ
ひ
か
え

「
御
巡
見
様
御
通
駕
諸
相
」

講
師
芳
我
一
章
先
生

期
日

3
月
幻
日
(
水
)

時
間
午
前
9
時
初
分
1
午
前
日
時
初
分

場
所

4
階
会
議
室

3
日
の
新
着
図
書
察
内

グ
l
グ
ル
&
ヤ
フ
1
1
で
仕
事
が
削
倍
速
く

な
る
本

義
経
新
詳
解
事
典

日
本
の
論
下
白
川
2
0
0
5

北
朝
鮮
が
核
を
発
射
す
る
日イ
・
ヨ
ン
ジ
ユ
ン
著

な
ん
も
か
も
わ
や
で
す
わ
、
ア
メ
リ
カ
は
ん

こ
め
た
に

米
谷
ふ
み
子
著

な
ん
と
な
く
仕
事
が
イ
ヤ
ッ
!

ビ
バ
リ
1
・
ケ
イ
ほ
か
著

生
活
習
慣
病
治
す
防
ぐ
大
事
典
主
婦
と
生
活
社

塞
庭
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

た
か
し
ま

隆
島
研
吾
著

よ
み
が
え
る
日
本
の
城
叩
六
洲
城
・
松
山
城

碧
水
社
編

竹
炭
・
竹
酢
液
つ
く
り
方
生
か
し
方

日
本
竹
炭
竹
酢
液
生
産
者
協
議
会
編

ぶ
ら
り
ニ
ッ
ポ
ン
鉄
道
の
旅
西
日
本
編

ブ
ル
l
ガ
イ
ド
編
集
部
編

将

棋

界

の

真

相

田

中

寅

章

者

華
氏
9
1
1
の
真
実

M
・ム
l
ア
著

花
嫁
か
ら
両
親
へ
の
手
紙
主
婦
の
友
社

花

へ

ん

ろ

早

坂

暁

著

背

広

の

下

の

衝

動

新

堂

冬

樹

著

そ
の
と
き
は
彼
に
よ
ろ
し
く
市
川
拓
司
著

約

束

の

地

志

水

辰

夫

著

正

義

の

証

明

上

・

下

森

村

誠

一
著

ア
イ
ム
ソ
l
リ
I
、
マ
マ
桐
野
夏
生
著

し
ゃ
ぽ

ん

玉

乃

南

ア

サ

著

み
み
ず
く
の
日
々
好
日
五
木
寛
之
著

誰
に
で
も
秘
密
が
あ
る
入
山
員
著

夜
の
色

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ン
ジ
1
著

佐
々
木
俊
尚
ほ
か
著

高
木
浩
盟
者

文
筆
春
秋
編

-1f.~.l-jJi)-= :::. 

対岸の彼女
角田光代著

却
代
、
既
婚
、
子
持
ち
の
「
勝
ち
犬
」

小
夜
子
と
、
独
身
、
子
な
し
の
「
負
け
犬
」

葵
。
立
場
が
違
う
と
い
う
こ
と
は
、
時
に

女
同
士
を
決
裂
さ
せ
る
。
女
の
人
を
区
別

す
る
の
は
、
女
の
人
だ
。
性
格
も
生
活
環

境
も
全
く
違
う
2
人
の
女
性
の
友
情
は
成

立
す
る
の
か
っ
第
四
回
直
木
賞
受
賞
作
。

18 

ヘ
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
/

戸
新
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。
、

6j長
スス浜
テ 図
イ書
ン 館

福
井
春
敏
著

肱
川
図
書
館

上

海

迷

宮

内

田

康

夫

著

き
っ
と
く
る
よ
!
サ
ン
タ
さ
ん
奥
野
涼
子
著

こ
ね
こ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

B
-
K
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
著

ゅ
う
び
ん
や
さ
ん
の
く
ま
さ
ん

フ
ィ

l
ビ
・
セ
ル
ビ
著

サ
ン
タ
さ
ん
に
あ
っ
ち
ゃ
っ
た
薫
く
み
こ
著

家

族

の

再

生

菅

原

哲

男

著

日

暮

ら

し

上

宮

部

み

ゆ

き

著

天

使

の

悌

子

村

山

由

佳

著

パ
ー
テ
ィ
ー
ミ
ア
ス
ゴ

l
レ
ム
の
眼

ジ
ヨ
ナ
サ
ン
・
ス
ト
ラ
ウ
ド
著

長

恨

歌

馳

星

周

著

水
は
答
え
を
知
っ
て
い
る
江
本
勝
著

わ

に

わ

に

の

お

ふ

ろ

小

風

さ

ち

著

魔
法
使
い
の
秘
密
の
道
具
箱

ジ
ャ
ニ
ス
・
イ
l
ト
ン
・
キ
ル
ビ
l
著

子
ど
も
だ
け
の
町

ヘ
ン
リ
1
・
ウ
イ
ン
タ
ー
-
フ
ェ
ル
ト
著

門
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
・

3
月
初
日
・
幻
日

図
書
館
(
大
洲
)
の
特
別
期
間

3
月
日
日
1
口
日



2∞5 3月号広嶋おおず

くらしのl情報

育
児
・
介
護
休
業
法
が

変
わ
り
ま
す
!

j
平
成
門
年
4
月
1
日
か
ら
j

育
児
や
介
護
を
行
う
労
働
者
が
仕

事
と
家
庭
を
よ
り
両
立
し
や
す
く
す

る
た
め
に
、
育
児
・
介
護
休
業
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

〈改
正
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
育
児
休
業
・
介
護
休
業
の
対
象
労

働
者
の
拡
大
(
一
定
の
範
囲
の
期

間
雇
用
者
も
対
象
)

②
育
児
休
業
期
間
の
延
長
(
一
定
の

場
合
、
子
が

l
歳
6
ヶ
月
に
達
す

る
ま
で
)

③
介
護
休
業
の
取
得
回
数
制
限
の
緩

和
(
対
象
家
族
が
要
介
護
状
態
に

な
る
ご
と
に
休
業
で
き
る
)

④
子
の
看
護
休
暇
の
創
設
(
小
学
校

就
学
前
の
子
の
た
め
に

1
年
に

5

日
ま
で
義
務
化
)

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
労
働
局
雇
用
均
等
室

8
0
8
9
・9
3
5
・5
2
2
2

市
営
住
宅
の
入
居
申
し
込
み

(
旧
長
浜
町

・目
肱
川
町

・旧
河
辺
村
)

合
併
に
伴
い
市
営
住
宅
の
入
居
の

募
集
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。
-
年

に
1
度
募
集
を
行
い
入
居
者
(
そ
の

際
空
家
が
存
在
し
た
場
合
)
補
欠
者

順
位
を
決
定
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
以

降
は
随
時
受
付
と
し
、
募
集
時
の
補

欠
者
順
位
の
最
後
に
加
わ
り
入
居
を

待
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
居
申
込
資
格

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を

有
す
る
人

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

④
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

⑤
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

抽
選
会
参
加
希
望
者

申
込
受
付
期
間

4
月
1
日
(
金
)

1
4
月
ロ
日
(
火
)

抽
選
会

4
月
児
日
(
月
)

会
場

長
浜
支
所
肱
川
支
所

河
辺
支
所

随
時
受
付

4
月
日
日
(
水
)
i

8
月
別
日
(
水
)

入
居
・
入
居
補
欠
の
順
位
は
、
抽

選
会
参
加
者
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
公
告
お
よ
び
地

区
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
役
所
本
庁
(
建
築
住
宅
課
)

g
@
2
1
1
1

(内
線

3
5
3
)

長
浜
支
所
(
建
設
課
)

B
@
1
1
1
1
(内
線

4
3
)

肱
川
支
所
(
建
設
農
林
課
)

8
@
2
3
1
1
(内
線

1
2
0
)

河
辺
支
所
(
建
設
農
林
課
)

宮

@
2
1
1
1

(内
線

1
3
6
)

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

平
成
時
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
火
は
消

L
た
?

い
つ
も
心
に

き

い
て
み
て
」

3
月
1
日
か
ら

7
日
ま
で
の

1
週

間
、
全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運

動
を
行
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

一

人
ひ
と
り
の
火
災
予
防
意
識
の
向
上

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
す
る
た
め
に
毎
年
こ
の
時
期

に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
次
に
あ
げ
る

7
つ
の
ポ

イ
ン
ト
に
十
分
注
意
し
、
火
災
の
予

防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
菊
池
霧
子
作
陶
展

3
月
8
日
(
火
)
1
3
月
日
日
(
日
)

V
お
お
ず
赤
煉
五
館
特
別
企
画
写
真
展

カ
メ
ラ
が
と
ら
え
た
「
古
き
良
き
」
時
代

1
昭
和
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ー

3
月
四
日
(
金
)
1
3
月
別
日
(
木
)

問
い
合
わ
せ
先

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
B
@
1
2
8
1

三瀬医

ft 26一0003

城戸限科医院(末広町)

ft 24 -3008 
清水循環器科内科

ft 52 -2883 
藤本医

ft 24 -2310 

村上内科医院

ft 23 -3500 
大野内

包 24-6800 

| 救急当番病院 I-Eヨヨ.m.豆翠主主ヨ・・
曜日によって救急当番病院は変わります。
昼間 ・夜間の急患など、ご相談は、その日の
当番病院まで。

院(八多喜)3月6日目)

市立大洲病院(西大洲)
ft 24 -2151 

加戸病
ft 24 -5101 

大洲記念病院(徳
ft 25 -2022 

大洲中央病院 (東大洲)
ft 24 -4551 

宮)

森)

院(若

月・火曜日

日

臼

曜

曜

7)< 

木

浜)

只)

(片原町)

町)

(長

(北

院 (中

科

3月13日(印

3月20日(日)

3月21日開)

編

集

後

記

…

寒
中
水
泳
、
寒
稽
古
、
サ
ッ
カ
ー
、
H

H

駅
伝
・:
寒
さ
に
も
負
け
ず
、
日
頃
か

日

…
ら
鍛
え
た
体
で
競
技
に
挑
む
選
手
の

一

…
皆
さ
ん
を
取
材
す
る
た
び
に
、
自
分

…

日
の
運
動
不
足
を
痛
感
し
ま
す
。

日

暖
房
の
効
い
た
部
屋
か
ら
飛
び
出

刊

…
し
て
、
自
分
の
体
力
に
あ
っ
た
運
動

…

日
を
し
て
元
気
で
い
た
い
で
す
ね
。

日
@
日

金~日曜日3月27日(日)

平成17年度市税などの納期一覧(平成 17年 3月末までは、旧市町村の納期です。)

税 .8IJ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

市県民税(5期) 1期 2期 3期 4期 5期

固定資産税(5期) l期 2期 3期 4期 5期

軽自動車税(全期) 全期

国民健康保険税(9期) l期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

介護保険料(9期) l期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

大洲市内の交通事故

l月末
昨年同期

現在

件 数 31 17 

負傷者 44 19 

死 者 。 。

一一一 19
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Best for Women 

手。リ手ィーパ呼ー
テーマ 『こどもたちに明るい未来を』

~みなさまのお越しをお待ちしております~

3月27日(目)午前10時~午後3時
大洲市総合福祉センタ-

4階多目的ホール

喫茶コーナー(ケーキ付) ，大洲商庖会連合会有志出庖

手作り品販売，ラン販売

正面玄関脇

あめのうあ、じゃこてん、あさぎり市

ニの収益重は睡眠福祖I活劃・青1>年健宝育成などに侵立たi!互いただきます。

問い合わぜ先 国際ソロプチミスト大洲事務局 824一2938
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大洲の野鳥 No.2 ルリビタキ{瑠斑錦}ツグミ科全長 14jン

[クッククッ」。雄の青い色になるのは3年くらいかか

るそうです。まさに冬の幸せの青い鳥。 出会えたら超

ラッキー。今年こそ幸せな年になりますようにと。
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口人き動の民市測大
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(平成17年2月1日現在)
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